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メーター拡大図

屋外の水道など メーターボックス(量水器) ボックス内部

の場所を確認しましょう。

水道管・メーターを確認

水道管の凍結にご注意ください！

　例年、冬場の気温低下が原因で水道管の凍結や破裂による漏水が多く発生

しております。屋外や日の当たらない場所、風当たりの強い場所、管がむき

出しになっている場所は、特に注意が必要です。

　これから冬本番を迎えるに当たり、水道管の凍結や破裂を防ぐため、次の

とおり、今のうちからできる対策を行っておきましょう！

　まずは、ご自宅の周辺にある上記のような場所の水道管、メーター

水道を使用していると、ここが
回転しています。
水道を使用していないときにこ
こが回転していると漏水の可能
性がありますので、よく確認し
ましょう！

水道メーター

止水栓
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　資格を持った町内業者は次のとおりです。

町
指
定
業
者 南予開発(有) ℡：20-5050

松本電気 ℡：42-1415

渡辺電機 ℡：42-0287

若宮電工 ℡：42-0354

(株)松野建設 ℡：42-0244

加藤設備 ℡：42-1470

中山産業(株) ℡：42-0045

(株)ホソカワ ℡：42-1168

金谷建設(名) ℡：42-1033

(有)森岡ﾃﾞﾝｷ ℡：42-0120

下田建設(有) ℡：43-0016

※水道メーターから家庭側は「個人での修理」となります！

水道に関する修理は？

　水道の修理は、「給水装置主任技術者」の免許を持った業者しか

できません。

※個人での修理は応急修理に止めておいてください。

　凍結の場合、自然にとけるのを待つか、凍った部分にタオルをか

ぶせ、ぬるま湯をゆっくりかけてください。

※熱湯はやけどの恐れや蛇口・水道管が破損する場合があります！

　破裂した場合、破裂した場所を確認し、メーターボックス内の止

水栓を閉めて水を止めます。その後破裂した部分に布やテープ等を

しっかり巻き付け、応急修理をした後に修理を依頼してください。

※保温資材は、ホームセンター等で販売しています。また、個人で

　設置が難しい場合は、業者等へご相談ください。

凍結・破裂した場合は？

　鉄製のメーターボックスの場合は、発泡スチロールや布などの保

温材を入れましょう。

屋外水道管やメーターの保温

　むき出しの水道管は、発泡スチロール製などの保温材や布など保

温効果のある資材で保温してください。

【お問い合わせ】】

役場 建設環境課 水道係
℡：42-1115


